
施策体系比較表（第４期計画⇒第５期計画）
資料３

第４期 第５期

「助け合い・支え合い」を未来に

つなげるまち

　～いつまでも健幸で地域力のあ

るまち草津をめざして～

人と人のつながりで・・・・・まち

～いつまでも健幸で・・・・・まち草

津をめざして～

【重点プログラム】 【リーディングプロジェクト】

１　地域で活動する人の輪を広げ

　　ます。

２　市民の暮らしに根ざした交流

　　を深めます。

３　包括的な支援体制の構築に向

　　けた取組を進めます。

４　災害や感染症への備えを進め

　　ます。

第４期 第５期 第４期計画 第５期計画 第５期計画 第４期計画

１）福祉意識の醸成 １）福祉意識の醸成 ①人権教育・啓発活動の推進

②福祉教育や福祉体験学習の推進

③虐待防止への取組の推進

①人権教育・啓発活動の推進

②互いに分かり合えるひとづくり

③虐待や暴力の防止

２）住民活動の機会創出と人材育

成 　表現を総合計画の施策に合わせました。

２）地域福祉の担い手の育成と活

躍の推進（総計７－１①）

①ボランティアの育成と活躍の推進

②福祉活動を担う人たちの支援

③福祉活動のリーダーやコーディネーターの育成

①ボランティアの育成・促進

②住民活動の機会づくりの推進

③地域でのコーディネーターやリーダーの育成

３）福祉学習と地域交流の推進
　「福祉学習」を「福祉意識の醸成」に

　含めました。

３）地域交流の推進 ①住民交流・ふれあいの場づくり

②高齢者や障害者等の社会参加の促進

③企業、事業所による社会貢献の支援

①学校や地域での福祉学習の推進

②交流・ふれあいの場づくり

１）地域ネットワークの強化

　表現を総合計画の施策に合わせました。

１）地域福祉を支えるネットワー

クづくり（総計７－１②）

①地域住民と専門職等による協働の推進

②関係機関、各種団体の連携と機能強化

③居場所や多様な活躍の場の充実（重層）

①関係機関・各種団体の連携と機能の強化

②地域包括ケアシステムの推進

２）地域福祉活動の推進
　「地域力」をより強調した表現に改め

　ました。

２）地域の課題解決力｟地域力｠

の強化

①地域福祉活動への参加促進

②福祉活動が生まれやすい環境づくり（重層）

③助け合い・支え合い活動の支援

①福祉活動の支援

②地元法人・企業の社会貢献支援

③地域福祉活動の拠点づくり

３）安全・安心な地域づくり ①災害時等における支援体制の強化

②孤独・孤立への取組の推進

③再犯防止の取組の推進（再犯防止推進計画）

④誰もが住みやすい環境づくり

１）相談支援体制と情報発信の充

実 　表現を総合計画の施策に合わせました。

１）福祉の総合相談窓口の充実

（総計７—２②）

①相談支援体制の充実（重層）

②支援機関同士の協働の推進（重層）

③伴走型支援の充実（重層）

①相談支援体制の充実

②情報発信の充実

２）安全・安心な地域づくり ２）福祉サービスの適切な利用促

進

①サービス利用に関する情報発信の充実

②サービスの評価と質の向上

③権利擁護の推進（成年後見制度利用促進計画）

①地域におけるセーフティネット機能の強化

②災害時の支援体制と感染症対策の推進

③誰もが住みやすい環境づくり

④サービスの評価と質の向上

３）生活困窮者自立支援と権利擁

護の推進

　

　

　表現を総合計画の施策に合わせました。

３）セーフティネットの充実

（総計７－２①）

①支援の届きにくい人へのアプローチの充実（重層）

②生活困窮者の自立支援

①生活困窮者に対する自立支援

②権利擁護の推進

③再犯防止の取組の推進

３　みんなが尊重されるまちづくり

　　（仕組みづくり）

３　みんなが尊重される福祉のま

ちづくり

≪重層的支援体制整備事業≫

　①相談支援の推進

　②地域づくり支援

　③多機関協働の推進

　④参加支援の推進

　⑤アウトリーチの推進

基本目標

基本理念等

基本方向 　　　基本施策

１　みんなで育ちあう人づくり

２　みんなで支え合う地域づくり

１　みんなで育ち合う人づくり

　　（人づくり）

２　みんなで支え合う地域づくり

　　（基盤づくり）

民生委員や保護司、介護職等の人材確

保や育成を念頭に位置付けました。

福祉分野に留まらない事業が想定され

ることから、基本施策に位置付けまし

た。

医療福祉を考える会議や地域ケア会議

を念頭に位置付けました。

重層事業の「参加支援」を念頭に位置

付けました。

重層事業の「参加支援」及び、住民主

体の福祉活動を念頭に、参加促進と支

援を位置付けました。

孤独・孤立対策推進法に基づく施策を

念頭に位置付けました。

重層を中心に高齢、障害、こども等の

相談支援体制を念頭に位置付けました。

重層事業の「アウトリーチ」を念頭に

位置付けました。（※ケアラーや引き

こもり対策を含む）

一部を除いて、基本目標２

に変更しました。


